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ボサノバとは？

1950年代後半、ジョアン・ジルベルトらブラジルのミュージ
シャンの間で新しいスタイルの音楽として発祥。「イパネマの
娘」の米国でのヒットから一般的に浸透していく。

現在、本国では「過去の音楽」となっているが、日本ではカ
フェミュージックとして未だ人気が高く、本国ブラジルよりマー
ケットとしては大きい。

ボサノバではスチール弦ではなく、ナイロン弦を張ったガット
ギターが使われる。

本章のデモ曲も全てガットギター系の音源を使用した。
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ボサノバのアレンジと打ち込み

① 王道系ボサノバ楽曲
参考曲：イパネマの娘 / ジョアン・ジルベルト、スタン・ゲッツ

② マイナー系ボサノバ楽曲
参考曲：どうぞこのまま / 丸山圭子

③ サンバ寄りボサノバ楽曲
参考曲：ワン・ノート・サンバ / アントニオ・カルロス・ジョビン



ボサノバの基本パターン
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ベースを二分音符で鳴らしながら、合間に絡むように和音を刻む。
ベースはルートのみの場合と、5度でランニングする場合がある。

■ ボサノバ パターン1

■ ボサノバ パターン2
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①王道系ボサノバ楽曲

『イパネマ』のような、王道のボサノバ楽曲を想定。
ポップス、ロックに比べるとあまり強弱つけず淡々と弾かれる傾向がある。



コードについて
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Maj9、m9、b13などテンションコードの使用が多い。5小節目のドミナント
「G7(b13)」はサブスティテュートドミナント（通称「裏コード」）である
「Db9」を使うことも多い。ルートは違うが構成音はほぼ同じ。
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打ち込みのポイント
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ベース音はやや弱目 全体的に淡々と
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②マイナー系ボサノバ楽曲

『どうぞこのまま』のような、ボサノバベースの歌謡曲〜ニューミュージック曲を
想定。本国のボサノバに比べると日本らしい哀愁のあるコードやメロが見られる。



打ち込みのポイント
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1〜2小節目は高音部の下降クリシェ
3〜4小節目は内声の下降クリシェ

6〜7小節目 #9 → b9 はオルタードテンション
最後のキメはジャズ等で流行ったリズム
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③サンバ寄りボサノバ楽曲

『ワン・ノート・サンバ』のような、テンポのはやいボサノバ楽曲を想定。
リファレンス曲同様、コードに拘らず同じ音のメロディが続く。



パターンの特徴
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ルートがEから半音ずつ上昇、IとIImの間、IImとIVmの間はそれぞれ
ディミニッシュコードで繋いであり、
この用法を「パッシング・ディミニッシュ」と言う。
ボサノバ に限らずさまざまなジャンルで用いられる。

一方、５小節目からの下降パターンではディミニッシュを使わず、
「G13」「F7(#11)」というテンション感の強いコードを使って前半とは違う
緊張感を出している。こういった進行はボサノバやジャズでもよく見られ、
複雑な音遣いながら独特なオシャレな雰囲気が出せる。

７小節目のキメは６０年代後半のボサノバやジャズで流行ったリズム。
ブルースやジャズなら「E7-A7-E7」と進行しそうな所だが、
「Emaj7-A9-Emaj7」と進行するところがボサノバらしい。

ボサノバのトニックではダイアトニックコードよりも
「maj7」「maj9」「6」などがよく使われる。



打ち込みのポイント
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打ち込み方に関しては
特にこれまでと違うところは無し


